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森俊夫
（オランダ・ライデン）の三度に渡って得
ることができた。そのため、この報告書は
その三度の経過を中心に作成されている。
また、2007年のヘルシンキで開催された会
議では、「ContemporaryArtinthe
CountrysidｅｏｆＪａｐａｎ－ＡＣａｓｅＳｔｕｄｙｏｆ
ｔｈｅＥｃｈｉｇo-TsumariArtTriennial-」と
題して発表をした。その発表レジュメは報
告書の最後に参考資料として掲載させて頂
いた。
I．はじめに
冒頭の二つの会議は、当初、アーツ。ア
ンド・クラフツ＆セツルメント運動史国際
会議（TheInternationalConferenceon
theHistoryoftheArts＆CraftsMove‐
mentandtheHistoryoftheSettlement
Movement）の名のもとに－つの会議とし
て開催されていた。それが、二つの連続し
た会議、アーツ＆クラフツ運動史国際会
議十セツルメント運動史国際会議（The
lnternationalConferenceontheHistory
oftheArts＆CraftsMovementandThe
lnternationalConferenceontheHistory
oftheSettlementmovement）として曰程
を分けて開催されるようになったのは、
2004年の第４回、ロンドン、トインビー・
ホールでの開催からである。また、この会
議の発祥は、シカゴにおける別の国際会議
で大阪大学大学院教授藤田治彦氏、トイン
ビー・ホール館長（当時）ルーク・ゲーガ
ン氏、イリノイ大学シカゴ校ジェーン・ア
ダムス・ハル・ハウス博物館館長（当時）
ペグ・ストローベル氏の三氏の出会いから
だと聞いている。
私は、意匠学会からの`情報で2003年、横
浜・大阪で開催された第３回目の会議に初
めて出席し、その後、2008年まで2006年
（韓国）を除いて毎年出席している。会議
出席に当たって、京都文教大学海外出張助
成金を2004年（英国・ロンドン)、2007年
（フィンランド・ヘルシンキ)、2008年
11．国際会議開催の趣旨・目的
この国際会議開催の趣旨や目的について
は、その都度微妙に書き換えられているが、
以下の説明がわかりやすいと思われるので
ここに掲載した。
デザインや工芸を中心とした「アー
ツ.アンド・クラフツ運動」と地域社
会福祉の「セツルメント運動」はその
初期から密接な関係にあった。「セツ
ルメント運動」発祥の地ロンドンのト
インビー・ホールは「アーツ．アン
ド・クラフツ運動」の一翼を担った手
工作ギルド創設の地であり、その影響
下シカゴに開設されたセツルメント、
ハル･ハウスはアメリカにおける「ア
ーツ.アンド・クラフツ運動」の拠点
の一つであった。この二つの運動が世
界に広がった19世紀末から２０世紀初頭
にかけての数十年は、文化活動、仕事、
生活などの理想的な関係を総合的に考
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えようとした人々がさまざまな試みを
行なった興味深い時代である。世界各
地でそれら二つの運動が繰り広げられ
た土地や、類似の理想を追究した人々
の活動の場所を互いに訪問し合い、知
見を披露し、経験を語り合うことを通
じて、現代の芸術、文化、社会、家庭
などの相互関係を見直そうというのが
この国際会議の趣旨である。芸術と社
会、そして芸術家と社会事業家あるい
はボランティア活動家の「インターフ
ェイス」会議である。（第４回ロンド
ン国際会議趣旨説明より）
産業革命に対して、第三の波、‘現代'を`情
報革命と捉える論者もいる。アーツ.アン
ド゜クラフツ運動は、芸術と生活に関する
運動であり、セツルメント運動は、貧困層
救済の運動で一見かかわりのない運動のよ
うに見えるが、実は、深いかかわりを持っ
て存在したことがわかっている。この二つ
の運動が顕著であった19世紀後半から２０世
紀初頭についてアートと社会の関係を、当
時の歴史的、グローバル的視点から捉える
ことは現代のアートと社会の関係を考察す
る上で意義深いと考える。
1V・京都文教大学海外出張助成金に
より出席した会議とその概要Ⅲ、参加の目的
この国際会議への参加の目的は、現代社
会におけるアートの役割やマネージメント
を歴史的視点から、また、グローバルな視
点から捉えなおすことにある。私は、本学、
現代社会学科の開設にともない、科目「現
代社会とアート」「アート・マネージメン
ト論」を担当することになったが、現代社
会を過去の社会から未来社会への通過点と
考えた時、歴史的視点とグローバルな視点
は現代社会とアートの関係を捉える上で最
も重要な事柄であると考えている。アルビ
ン・トフラーの著書『第三の波』から言葉
を借りれば、アーツ．アンド゜クラフツ運
動とセツルメント運動は、トフラーが第二
の波と指摘する工業化社会が農耕社会から
脱皮する過程での困難を解決するために生
まれた社会運動と捉えることができる。換
言すれば、ギルドなどによる手工業的生産
中心社会から産業革命による工業的生産中
心社会へと転換する過程での軋礫から生ま
れた幾多の社会問題を解決する手段として
起こった社会改革運動と言うことである。
それに対して現代をトフラーの言う脱工業
化社会と捉える時、第三の波、つまり、工
業的生産中心社会から脱工業中心社会への
転換点と捉えることができる。第二の波、
１．第４回アーツ.アンド・クラフツ運動
史国際会議＆第１回セツルメント運動史
国際会議
主催：
トインビー・ホール（ロンドン）
共催：
大阪大学２１世紀ＣＯＥプログラム「イン
ターフェイスの人文学｣、イリノイ大学
シカゴ校ジェイン・アダムズ・ハル・ハ
ウス博物館
曰程：
2004年７月26曰～31曰
経過：
この会議は、芸術と社会、そして芸術家
と社会事業家あるいはボランティア活動
家の「インターフェイス」会議として開
催された。「アーツ．アンド・クラフツ
運動史国際会議」と「セツルメント運動
史国際会議」への分離は、更なる発展を
目指して明確に二分しながらも連続日程
で開催することによって、これら表裏一
体の運動とその研究の更なる充実を図る
ためにあると主催者側の趣旨説明があっ
た。
アーツ＆クラフツ運動史国際会議十セツルメント運動史国際会議出席に関する報告 107
その結果、ＣＯＥ「インターフェイスの
人文学」が共催する「アーツ.アンド・
クラフツ運動史国際会議」に引き続き、
「セツルメント運動史国際会議」は７月
29曰から31曰の日程で同じ会場で開催さ
れた。
19世紀末から２０世紀初頭にかけての社会
改革運動、アーツ.アンド・クラフツ運
動とセツルメント運動である。現代の英
国社会とアートの関係を深く知ろうとす
るとき、必要な事柄の一つは、それが現
在に到った経過である。その点で19世紀
末から２０世紀初頭の英国社会を学ぶこと
は意義深いと考える。
この第４回アーツ.アンド・クラフツ運
動史国際会議＆第１回セツルメント運動
史国際会議は、前年に続き二度目の参加
であった。また、会場となったトインピ
ー．ホールには、前年、2003年12月、単
独で訪問、館長ゲーガン氏とお会いして
研究に必要なトインビー・ホールに関す
る資料等をいただいた。
アーツ．アンド・クラフツ運動やセツル
メント運動の歴史的視点からの研究発表
に加えて、ウイリアム・モリスや運動発
祥の地を実際に訪れるツアーも組まれて
いて実証的調査ができた。現場を実際に
訪問でき、資料としてビデオなどに収め
たことは、今後の研究発展に大いに役立
つものであった。また、この研究を継続
していく上でアメリカをはじめヨーロッ
パ、アジア、アフリカ地域からの参加者
とも接し議論することも研究継続に有意
義であったと確信している。
今回、国際会議参加の前に二曰間の予備
曰をもうけ、単独行動を行ったが、これ
は、今回の国際会議に先立ってのトイン
ビー。ホール館長であるゲーガン氏への
訪問、ロンドン在住の元原美術館（東
京）学芸員、光山清子氏（英国在住のフ
リーランス・リサーチャー)、グイワ・
アングロ・ジャパニーズ・ファンデーシ
ョン（大和證券の英国における企業メセ
ナ活動の拠点）ディレクター、河村知子
氏と面会して現代英国コンテンポラリ
ー・アートの現状等を尋ねること、及び
この時期のコンテンポラリーアート・ギ
ャラリー（ICA，ヘイワード・ギャラリ
７月26曰
アーツ．アンド・クラフツ運動史国際会
議（レイトン・ハウス・アートギャラ
リー、デュ・モーガンセンターを訪問
して現地で会議）
７月27曰
アーツ.アンド・クラフツ運動史国際会
議（シェルテナム・アート・ギャラリー、
ロッドマートン・マナーを訪問して現地
で会議）
７月28曰
アーツ.アンド・クラフツ運動史国際会
議（ウィリアム・モリスのレッド・ハウ
ス、スタンデン、プレミアー・アーツ＆
クラフツホームを訪問して現地で会議）
７月29曰～31曰
セツルメント運動史国際会議（於；トイ
ンピー・ホール）
研究、調査、発表等の概要：
これに先立って、私は、“英国現代社会
とアート，，の関係について研究調査をし
ている。調査内容は、主に“英国社会と
コンテンポラリー・アートの関係”であ
ったが、その一部は2003年度京都文教短
期大学研究紀要に研究ノート「ポスト・
モダンのアート」として発表した。この
研究課題は、1998年度文化庁派遣芸術家
在外研修員としてロンドン大学ゴールド
スミス・カレッジに滞在して以来の研究
課題であり、その後、2002年、2003年に
それぞれ研究調査のためロンドンを訪れ
ている。
現代の英国社会とアートの関係について
研究調査するうちに興味を持ったのが、
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－，ホワイトチャペル・アート・ギャラ
リー）を実際に訪問するためであった。
100年前のロンドンと現在のロンドンに
おける社会とアートの関係の比較考察を
得るためである。
“アーツ．アンド・クラフツ運動史国際
会議,，と“セツルメント運動史国際会
議”は、連続する二つの国際会議とし
てそれぞれ３曰間続きで合計６曰間行わ
れた。“アーツ＆クラフツ運動史国際会
議＋セツルメント運動史国際会議，，とし
て昨年度まで四曰間の曰程で行っていた
ものをトインビー・ホール創立120周年
記念として二つに分けて六曰間行ったた
め、セツルメント運動史国際会議は参加
者が増えたものの、アーツ.アンド・ク
ラフツ運動史国際会議は、小規模なもの
となった。アーツ．アンド・クラフツ運
動史国際会議はそのため、ツアー形式の
ものにレクチャーと発表を加える形に変
更されたが、それでもトインピー・ホー
ル館長、ハルハウス博物館館長、カナダ
（トロント）からの代表者、ロンドン在
住の歴史研究者なども同行して有意義な
議論が交わされた。また、現地では、訪
問したミュウジアムやホールの学芸員が
加わったかたちで説明や議論が行われた
ために、現地での臨場感もあって、具体
的な学習機会やコミュニケーションの場
となって、さらに知見が深まることとな
った。
後半のセツルメント運動史会議では、各
国のスピーカーの積極的な発表と活発な
討論がおこなわれ運動史としてだけでな
く今後のセツルメント運動のあり方にま
で議論が及んだ。また、『EASTEND
1888』（写真１）の著者であり、１９世紀
末のロンドン社会研究の第一人者として
知られているウィリアム・ルフィシュ
マン氏とお会いできたこと、トインビ
ー・ホールで創立120周年を記念した晩
餐会と記念撮影（写真２）にまで参加で
ElAS[ｒＸｎＷＤ１８８８
ＷｉｌｌｉａｍＪＬＦｉｓｈｍａｎ
蕊
(写真１）ウイリアム・ルフイシュマン箸
『ＥＡＳＴＥＮＤ１８８８』
（写真２）トインピー・ホールにて
120年前の開館時に撮影された記念写真を真似てゲー
ガン館長を中心に記念撮影
きたことは、貴重な体験であったと考え
ている。
それにしても、１９世紀末のまだ交通通信
手段の十分でない時代にこのトインビ
ー・ホールを基点として、短期間に次々
と全世界にセツルメント運動が伝播して
いったこと、そしてセツルメント運動は
現在も生き続けていることに驚きを覚え
た。また、議論の中で現代の西欧社会に
おけるアートの役割と曰本社会における
アートの役割の微妙な違いに気づかされ
て新たな研究課題を得ることができた。
アーツ＆クラフツ運動史国際会議十セツルメント運動史国際会議出席に関する報告 109
第５回は翌年、岡山県倉敷市で四曰間の
曰程で行われることが発表された。曰本
における社会運動史とアートの関係から
大原孫三郎とその周辺のことがらが中心
の議題となることが大阪大学大学院教授、
藤田治彦氏から紹介された。（本来、順
序からいくとシカゴのハルハウス博物館
とロックフォード・カレッジの主催とな
るはずであったが、事情から第６回（予
定）に変更となった。ハルハウス博物館
はノーベル平和賞受賞者ジェイン・アダ
ムスの活躍の場であり、ロックフォー
ド・カレッジは彼女の出身校である。こ
のカレッジからは、今回、学長が参加し
ていた｡）
世紀末から２０世紀初頭にかけての歴史的
建築物を見学。午後、慶応大学横山千晶
教授と私のレクチャーの後、質疑応答が
あった。横山教授の講演タイトルは、
「TheJapaneseForkcrafts（Mingei）
Movementandtheeducationoffac‐
toryworkers，｣、私は、「Contempo‐
raryArtinthecountrysideofJapan-A
casestudyoftheEchigo-TsumariArt
Triennial」であった。夜は、夕食を囲
みながら意見交換が行われた。
９月12曰；コーヒーブレイクの後、ロン
ドン在住のケイト・ブラッドリー
（KateBradley）博士のレクチャー
「Children，YoungPeopleandsettle
ments」を米国、ジェーン・アダムス・
ハル・ハウス博物館ペグ・ストローベル
前館長が代読した。（ケイト・ブラッド
リー博士は、都合で出席できず。ただし、
質疑応答は、電話を使って行われた｡）
その後、レクチャーとしてフィンランド、
タンペレ大学教授、イレーヌ・ラバイネ
ン（IreneRoivainen）氏の「settle‐
mentsandYouth｣、曰本福祉大学教授、
永岡正巳教授の「Historyofthesettle
mentMovementinJapan｣、オースト
リアの近隣センター理事長、マギ・マル
コ・アイジック（MagMarkolljic）氏
の「FacingtheFuture」と発表が行わ
れ、それぞれの国のセツルメント運動の
歴史的展開、現状と将来についての活発
な討議が行われた。夜は、郊外のセツル
メントハウスに場を移してフィンランド
料理の会食とセツルメントの人々による
民俗音楽やダンスが披露された。
９月13曰；朝からバスで郊外にあるルヘ
ーラ・セツルメント・ハウス（Louhela
SettlementHouse)、障害児センター、
デイケア・センターなどを訪問。移民の
問題、障害者福祉、家庭内暴力などこの
国が抱えている問題点が明らかになった。
午後はヘルシンキに戻りカリオラ・セツ
２．第７回アーツ．アンド・クラフツ運動
史国際会議＆第４回セツルメント運動史
国際会議
主催：フィンランド・セツルメント・協会
（FinnishFederationofSettlement）
曰程：2007年９月１０曰～13日
経過：
９月10曰；会場は、ホテル・クムルス・
オリンピア内にあるセツルメント事務所
内の会議室。午前中、フィンランド・セ
ツルメント協会代表ペンティ・ルメチネ
ン（PenttiLemmetyinen）氏の挨拶、
今回の国際会議議長ルーク・ゲーガン氏
開会挨拶の後、主な参加者の自己紹介。
その後、ヘルシンキ美術デザイン大学教
授ペッカ・コルヴェンマー（Pekka
Korvenmaa）教授のフィンランドの建
築を中心としたデザイン史の講演、質疑
応答があった。午後はチャーター・バス
にて郊外の民族ロマン主義による歴史的
建造物ヴィトレスク（Hvittrask）を見
学。
９月11曰；午前中、ペッカ・コルヴェン
マー教授の案内で、ヘルシンキ市内の1９
１１０
ルメント・ハウス（KallioraSettle‐
ｍｅｎｔHouse）（写真３）で以下の方々
のレクチャーが行われた。大阪大学大学
院教授藤田治彦氏、シカゴ、ジェーン・
アダムス・ハルハウス博物館前館長（イ
リノイ州立大学名誉教授）ペグ・ストロ
ーベル氏、トインビー・ホール館長ルー
ク・ゲーガン氏、フィンランド、タンペ
レ大学教授、イレーヌ・ラバイネン
（IreneRoivainen)。
９月14曰；午前中は自由時間につき、一
人でノキアエ場跡地にできた芸術文化施
設カアペリ（写真４）を訪問。マネージ
ング・ディレクター、スチューパ・ニク
ラ（StubaNikula）氏の案内で施設を
見学。午後は、ペグ・ストローベル氏、
ルーク・ゲーガン氏とともに建築家アル
パ・アアルトの自宅及びスタジオを訪問。
その後、ルーク・ゲーガン氏と二人でヘ
ルシンキ現代美術館、キアズマにて展覧
会を見学。
９月15曰；午前中、ヘルシンキ中央駅近
辺のアテネウム美術館を一人で訪問。フ
インランドの1750年代から1960年代のフ
ィンランド美術の流れを知る。午後、空
港へ向かいヘルシンキを後にする。
ができた。特に、建築における民族ロマ
ン主義の高揚は、国の政治的独立とも精
神的に深く関わっていることが理解でき
た。
(2)セツルメントに関しては、現在でも３０
を越すセツルメントがフィンランド全土
にあって福祉に重要な役目を果たしてい
ることを実感した。今曰、セツルメント
の役割として、移民の社会への同化の援
助、家庭内暴力への対応、若者の教育、
障害者援助、地域福祉など多岐にわたっ
ていることがわかった。また、日本では、
セツルメントというと過去の経過から政
治的な臭いがするが、この国では国の政
策と密接に結びついていると思われた。
日本、英国、アメリカ合衆国、オースト
リア、オランダ、フィンランドとその歴
史的展開によって福祉に関する政策のあ
り方の違いや芸術文化と福祉の関係が微
妙に異なっていることを実感じた。発表
されたレジメ等をもとにこれからその差
異について検討したい。
(3)私は、今回、「曰本の田舎とコンテン
ポラリー・アートー越後妻有アート・ト
リエンナーレを事例として－」と題して
レクチャーをした。この芸術祭典は、過
疎地の福祉と地域振興策として行われ、
現在、曰本で大変注目されている。アー
研究・調査・発表等の概要：
（１）１９世紀から２０世紀中葉にかけてのフィ
ンランドの文化、政治の様子を知ること
鱗Ⅷ
(写真３）カリオラ・セツルメント・ハウスにて (写真４）芸術文化施設カアペリ（ノキアエ場跡地）
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関西空港発ＫＬＭ0868便にてスキポール
空港着；１６：２Oアムステルダムへ移動
後、市内を散策
６月30曰
午前；アムステルダム国立博物館
（RIJKSMuseumAmsterdam）を見
学。
午後；メルクウイグ（Melkweg）－ミ
ルクエ場、砂糖工場の遺構ビルを利用し
て作られた文化施設一を訪問、インタビ
ュー調査。その後、ライデンヘ移動。夕
刻、１８：３０より今回の国際会議コーディ
ネーター、アンリ・ブーケンブルグ
（HenriBraakenburg）氏とニウ・ミ
ニバ（NieuwMineva）ホテルで待ち合
わせの後、打ち合わせを兼ねながらライ
デン市内（計量所跡、フィシュ・マーケ
ット跡、見張台跡、ライデン大学開学当
初の館、ナーシング・ホームなど）を散
策。その後、歓迎夕食会に参加。（この
時期のオランダでは、曰が落ちるのが２２
時ごろと遅い｡）
７月ｌ曰
アーツ．アンド・クラフツ運動史国際
会議
第一曰目
於；ライデン・フォルクスハウス（写真
５）
午前；趣旨説明、参加者の紹介、発表一
レクチャー
午後；チャーター・バスにてアムステル
ダムへ。２０世紀初頭、アムステルダム派
の建築家ミヘル・デ・クレルク（Ｍｉ‐
cheldeKlerk）の建てた公共集合住宅
（SocialHouse)、ヘット・スキップ
（HetSchip）及び同じくアムステルダ
ム派の建築物ヘット・セラード（Het
Sieraad）－現在は、文化センター、芸
術家のアトリエ、舞台芸術学校などがあ
って地域の活性化のために使用されてい
る－を見学。ライデンヘ戻る。
７月２曰
ツ＆クラフツ運動やセツルメント運動は、
19世紀から２０世紀初頭にかけての工業化
社会へ突入する段階での社会問題を解決
する方法として取られた運動と考えられ
るが、脱工業化社会ともいえる現在、２１
世紀において人々がより豊かな生活を得
る－つの手段として、社会におけるアー
トの役割の新たな試みとして取り上げた。
２１世紀は、金融と文化芸術が社会の主役
となると予言する未来学者もいる。アー
トと社会の新たな関係の構築については、
欧米では様々な試みが行われている。会
議終了後、フィンランド最大の通信機器
メーカー、ノキアの古いケーブルエ場跡
を訪問したが、このピルを市が買い上げ
て第３セクター文化施設「カアペリ」と
して運営されていることは有名である。
ヨーロッパ各地で２０世紀の産業遺構とも
いえる古い工場跡地を文化芸術の施設に
転換して町を活性化させる試みが行われ
ているが、フィンランドは、このような
点でも先進地である。将来のヨーロッパ
文化を構築するためにと題して、トラン
ス・ヨーロッパ・ホールズ（Trans
EuropeHalls）という協会が設立され
て約30の団体が参加して共同で`情報を発
信しているが、このカアペリもその主要
なメンバーである。ヨーロッパの文化政
策についても肌で感じることができたの
は幸いであった。
３．第８回アーツ.アンド・クラフツ運動
史国際会議＆第５回セツルメント運動史
国際会議
主催：ライデン・フォルクスハウス
（LeidseVolkshuis,Leidse）ライデン
市、オランダ
曰程：2008年６月29日～７月６曰
経過：
６月29日
１１２
セツルメント運動史国際会議第一曰
於；ライデン・フォルクスハウス
（会議前に一人で市内を散策、画家レン
ブランドの生誕地を訪問｡）
午前；発表一レクチャー、会場となった
ライデン・フォルクスハウスの運営と実
態についての説明、及び、次回の国際会
議が横浜で開催されることが公表される。
午後；電車でハーグ市内へ。駅近くのオ
レンジ・スクェア（OrangeSquare）と
呼ばれているスラム街に到着。その地区
の管理をしている慈善団体事務所を訪問。
ハーグ市役所から派遣された職員よりこ
の地区の現状と市による都市改造計画に
ついて聴講後、慈善団体管理者、及び市
職員の引率のもとでツアーがなされる。
芸術家や建築家がこの計画に関わってい
る様が紹介される。解散後、市内中心部
で夕食をとりながら今回の会議の意義や
問題点などについて議論。今回の会議内
容を冊子にしたいとの意見が出て賛同さ
れ、編集委員にコロンビア大学教授、ル
ド・ヴァンダーイン（ProfRuudVan
derVeen）氏、及び、ベルギーのバ
ン・ゼン大学教授、ウアック・デ・ドゥ
ルー（UniversiteitvanGent,ProfLuc
DeDroogh）氏に決まった。（このツア
ーの参加者は、９名｡）
７月３曰
今回の国際会議コーディネーター、アン
リ・ブーケンブルグ氏の案内でロッテノレ
ダムを訪問。
午前；ロッテルダム港を船によりツアー。
午後；ポイマンス・ファン・ベーニンゲ
ン美術館とオランダ建築美術館を訪問。
７月４曰
午前；一人でハーグ市内、マウリッツハ
イム美術館を見学。
午後；アムステルダムへ移動の後、ゴッ
ホ美術館を見学。（金曜曰で22時まで開
館）
７月５曰
午前；教会跡が文化施設になった例、
“パラディソ（PARADISO)，，、及び、
刑務所跡が文化施設として利用されてい
る例、“デ・パリエ（DEBALIE)，，を
訪問、インタビュー調査をする。
午後；スキポール空港へ移動。１５：２０離
陸、関西空港へ。
７月６曰
午前；９：４０関西空港着（帰国）
研究・調査・発表等の概要：
今回の国際会議は、この会議創設の発起
人、大阪大学大学院教授藤田治彦氏、ロ
ンドンのトインビー・ホール館長、ルー
ク・ゲーガン氏、及び、シカゴ、ジェー
ン・アダムス・ハルハウス博物館前館長、
ペグ・ストローベル氏のうち、出席が藤
田氏のみでさみしいものがあった。しか
しながら、オランダ、ベルギー地区の出
(写真５）会議風景；ライデン・フォルクスハウ
スにて
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アントレプレナーシップ、企業メセナ、ア
ート・マーネジメントなどは脱工業化社会
の到来とともに発生した社会矛盾を解決す
る新しい社会改革の方法であると考えるこ
ともできる。その意味でも、この19世紀末
から展開された二つの運動を検証して考察
することは現代を知る上で意義深いと考え
る。
最後になったが、アーツ．アンド・クラ
フツ運動やセツルメント運動の研究者でも
ないアーティストの私を会議の参加者とし
て快く受け入れて下さった大阪大学大学院
教授藤田治彦氏をはじめ、トインピー・ホ
ール館長ルーク・ゲーガン氏ほか多くの
方々に心より感謝の意を表したい。また、
この報告書作成にあたり、氏名、地名など
で、発音に関して不確実のためカタカナ表
記を差し控えたところがある。標記に関し
て不十分なところがあることをお許しいた
だければ幸いである。また、参考資料にあ
る発表レジュメに関しては、京都文教大学
教授ＥＡ・キング氏及びＧＣカズンス氏
に多大の援助を頂いた。この場を借りて謝
意を表したい。
席者と発表者が多数参加してこの地区に
関係した議論が活発に行われたために、
このネーデルランド地方に関する多くの
情報を得ることができた。内容は、19世
紀末から２０世紀初頭のアーツ＆クラフツ
運動やセツルメント運動がオランダやベ
ルギーに与えた影響に始まり、現代に通
じる運動の影響についてであった。この
地域では、アムステルダム派の建築に特
徴があり、建築を中心とした発表が目立
った。
私自身、今回のオランダ訪問では、国際
会議参加による成果のほかに、以下に挙
げる二つの事柄を目的としたが、予定し
た成果をあげることができた。
(1)過去の産業遺構、施設などの文化施
設への転用状況を調査。
(2)17世紀オランダ黄金期になぜ500万
枚もの多数の絵画が制作されたのか、そ
の社会的背景（庶民の絵画熱、パトロネ
ージ、経済など）について
Ｖ・終わりに
今曰、社会の第三セクターとしての
ＮＰＯ（NonProfitOrganization）の役割、
企業の社会的責任について考察して実行し
ようとするＣＳＲ（CooperateSocial
Responsibility)、社会変革と収益事業を
両立させて起業しようとするソーシャル・
アントレプレナー(SocialEntrepreneur)な
ど社会をより良くするための様々な方策が
試みられている。この中には、バングラデ
ィッシュのグラミン銀行の事例や文化芸術
を支援する企業のメセナ活動、社会の中で
のアートのより良いあり方を考察して実行
しようとするアート・マネージメントなど
も含めることができよう。１９世紀末から２０
世紀初頭の工業化社会の到来による社会矛
盾の解決策としてアーツ.アンド・クラフ
ツ運動やセツルメント運動が発祥したとす
れば、前述のＮＰＯ、ＣＳＲ、ソーシャル・
参考資料
以下は、第７回アーツ.アンド・クラフツ運動
史国際会議（ホテル・クムルス・オリンピア内に
あるセツルメント事務所の会議室）で行った私の
研究発表レジュメである。
ContemporaryArtintheCountrysidｅｏｆ
Ｊａｐａｎ
ＡＣａｓｅＳｔｕｄｙｏｆｔｈｅＥｃｈｉｇｏ－Tsumari
ArtTriennial
ToshioMori
KyotoBunkyoUniversity
TheEchigo-TsumariArtTriennialiｓａｃｏｎｔｅｍ‐
poraryartfestivalcreatedthroughcooperation
oflocalgovernments，thelocalpeopleofthe
area，artdirectors，artists，andvolunteers
Echigo-TsumariCountyiscentrallylocatedin
JapanamongstthemountainsofNiigatapre‐
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fecture,ａｎｄｉｓｍａｄｅｕｐｏｆｓｉｘｓｍａｌｌｔｏｗｎｓａｎｄ
ｖillageswhichhaveneverbeenrelatｅｄｔｏｃｏｎ‐
temporaryartinthepast・Thefestivalinitially
startediｎ２０００ａｎｄｎｏｗｔａｋｅｓｐｌａｃｅｆｏｒａｂｏｕｔ
ｔwomonthsduringsummertimeeverythree
yearsTheEchigo-TsumariCountyareahas
longbeenoneofthemajorsourcesofJapanese
Kimonomanufacturing，called“EchigoChi‐
jimi.，，AstheKimonoindustryisindeclineｎｏｗ，
thisareaisrapidlylosingitspopulationThis
eventwasplannedinordertohelprevitalize
thisarea．
achievedbytheeffortsoftheprefecturalgover‐
norofNiigataandmayorsfromthesixmunici‐
palitiesoftheEchigo-Tsumariregionlnaddi‐
tion,thetownofficersworkedincooperationto
achievethegoaL
Approximatelyl50artistsparticipatedand30
ofthemwerefromoutsideJapan,includingthe
US.A,GreatBritain,France,GermanyBulgar-
ia，India，Thailand，Iran，Argentinaandother
countries
Thenaturalandbeautifullandscapeshavein‐
spiredartists'flexibilityandartisticCreativity，
Inaddition，thefascinationsofthisregionfor
theparticipatingartistshelpedproducetheir
sophisticatedworks・Ｉｔｓｅｅｍｅｄｔｈａｔｔｈｅｍｏｒｅ
ｃｌｏｓｅｌｙｔｈｅｗorkswerelinkedtothesites，the
deepertheimpressionofthespectators・
Manyoftheartistsstayedthereforalong
periodtosettheirworks，ｏｒｅｖｅｎｔｏｐｒｏｄｕｃｅ
ｔｈｅｉｒｗｏｒｋａｔｔｈｅｓitestheychose､Residentsof
thisareahavecooperatedinmanyｗａｙｓｔｏｈｅｌｐ
ｐｒｏｄｕｃｅｔｈｅｗｏｒｋｓｏｆａｒｔforthefestivalParti‐
cipationincreatingtheworksofartgavethem
theopportunitytothinkaboutwhatthearts
actuallyareThus,peoplewereliberatedfrom
beingmerespectators,tellingotherresidents“I
don'ｔｋｎｏｗｗｈａｔｔｈｅａｒｔｓａｒｅ,butitwasvery
enjoyable.，，
Theorganizationofparticipatingvolunteers，
called“Kohebitai,'，wasmostlycomprisedof
universitystudentslivinginmetropolitanareas
ThechiefdirectorofthisfestivalwasMr，
FuramuKitagawa，ｗｈｏｉｓｔｈｅｄｉｒｅｃｔｏｒｏｆＡｒｔ
ＦｒｏｎｔＧａｌｌeryinTokyo．
Thereasonlselectedthisartfestivalasacase
studyforthisconferenceisthatthefestivalhas
beenextraordinarilybeneficialtothelocal
inhabitants，wellbeing，andhashelpedrestore
people'sprideoflivinginsuchdepopulating
reglons
Wenowhavemanyartexhibitionsorartfesti
valsnamed‘Triennial，ｏｒ‘Biennale'，butmost
ofthemareforpromotingcontemporaryartor
forinternationalexchange、TheEchigo‐
ＴｓｕｍａｒｉＡｒｔＴｒｉｅｎｎｉａｌｉｓｎｏｔｏｎｅｏｆｔhemlt
wasdesignedspecificallyforlocalrevitaliza
tion
Thismaywellbethefirstartfestivalofitskind
inJapan,linkedtolocalrevitalizationeffortslt
encompassesawidegeographicalregioninclud
inganimpressivelandscapewitharichvariety
ofvillages,terracedricepaddles,forests,rivers，
andfields、Ascenewithsuchbeautyisoften
usedintraditionalJapanesepainting,Thefesti‐
valhasopenedupnon-urbanpossibilities，
despitetheurbanoriginsofcontemporaryart
Sinceancienttimes，ｔｈｅ“arts,，，especiallyｔｈｅ
"finearts,”havebeensupportedbythewealthy
andbyauthoritieswhousedtoliveincities,and
theirstylehasdevelopedaroundtheweUbeing
ofthesepopulations、Thiscontemporaryart
festival,ｈｏｗever,tookplaceforthepurposeof
theruralpeople，swellbeingandforreactivat‐
ingtheseareas
Asforthecost，２．３billionyenwasspentto
achievethiseventltistheenormousgeographi‐
calscaleandcostsbeingtotallydifferentfrom
otherarttriennials,whichisattheheartofthis
particularregionalrevitalizationproject
Thisprojectwasdecidedon,undertaken,ａｎｄ
Ａｓａｒｅｓｕｌｔｏｆｔｈｅｅｆｆｏｒｔｓｏｆｔｈｅｓｅｍａnygroups，
morethanl6qOOOpeoplevisitedtheEchigo-
Tsumariregionwhichhadsuffereddepopula
tionManyofthemwerefromurbanareas・
Expenditurewasabout23billionye､，while
theeconomiceffectwasestimatedataboutl２．
３billionyen
Moreover，９４％ofEchigo-Tsumariarearesi‐
ｄｅｎｔｓｖｉｅｗｅｄｔｈｅｗｏｒｋｓｏｆａｒｔｉｎｔｈｅＴriennial，
and４％ｏｆｔｈｏｓｅｏｒ３,O00residentscooperat‐
edinproducingtheartworksandparticipated
intheworkshops・Avastnumberofresidents
werewillingtocontributetothisevent・
WhenlvisitedthisareaduringtheTriennial，
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anelderlywoman,masterofaJapanese-style
inn,excitedlyexplainedtomeaboutherTrien‐
nialexperiencetakingcareofyoungstudents
fromlargecitieslfoundthatseveralbondsof
friendshipunitedruralresidentsandurbanresi‐
dentsthroughtheTriennial
ThisartTriennialwasanexperimentonall
pointsltisbelievedthatthisgreatexperiment
inrevitalizingtheEchigo-Tsumariregionand
buildingawarenessbyattractingvisitorstothe
artfestivalwasasuccessbyanymeasurelt
attractedparticipationbyartists,thecoopera
tionoflocalresidents,andthevoluntarywork
ofurbanresidents．
mentaloraestheticsatisfactioｎｓａｎｄｆｉｎｅａｒｔｓ
ｂｅｃａｍｅｔｈｅｔａｒｇｅｔｏｆpeople'ｓinterest・
Underthesecircumstances,aconstructionrush
fornewpublicgalleriesandartmuseumswas
carrieｄｏｕｔ・TheAssociationforCorporate
SuppｏｒｔｏｆｔｈｅＡｒｔｓｗａｓｆｏｕｎｄｅｄｉｎｌ９９０ｂｙ
privatecorporationsasJapan，sfirstnon-profit
associationdevotedtopromotingcorporate
supportforthearts・TheJapanAssociationfor
CulturalEconomicswasinauguratedinl992
andTheJapanAssociationforArtsMaｎａｇｅ
ｍｅｎｔｉｎｌ９９８ＴｈｅＬａｗｔｏＰｒｏｍｏｔｅＡrtsand
Culturewasenactedin200L
Ｗｅｋｎｅｗｆｒｏｍｔｈｉｓｅｖｅｎｔｔｈａｔｔｈｅｐｏｗｅrof
creativityintheartworldbringsoutthepoten‐
tialoftheregion,ｎｏｔｏｎｌｙｉｎｔｈｅｃｉｔｉｅｓｂｕｔｉｎ
ｒｕｒａｌｄｅpopulatedareasaswelLNowwefind
thatthiskindofrelationshipbetweenthearts
andsocietyisincreasinglyimportantinthe
post-industrialsociety・Thesetidesprovethat
theuseofcontemporaryartinpromotingthe
people'swellbeingisaworthyproject．
Ｔｈｅｃｏｎｃｅｐｔｏｆ“finearts'，originatedinthe
WestltwasimportedtoJapanaroundthe
l870's，aboutl40yearsagowhenwewere
forcedtoopenourportstowesterncountries・
BeforethenJapanesesocietyandculturehad
beenprimarilyinfluencedbyChinaandKorea
TheiconoclasticmovementagainstBuddhism，
orso-called“HaibutsuKishaku，'whichisequiv‐
alenttothatofChristianityinEuropeinthe
l6thcenturyhadeliminatedEastAsianinflu‐
encesatthattimeDuringthisperiod,therewas
alsoasignificantmovementforthegovernment
towesternizeJapan，theaimbeingplansfor
enrichingthｅｎａtionandbuildingupits
defenses
Thewesternstylefineartsbecameoneofthe
symbolsofthewesternizatioｎｏｆＪａｐａｎ，
althoughinterestsinthefineartsmighthave
beenspecificallyforthehigherclassesThefine
artshaveexistedfarfromcommonpeople's
dailylivesandgeneraUyspeaking,thisattitude
towardwesternstylefineartscontinuedin
JapanesesocietyevenａｆｔｅｒＷｏｒｌｄＷａｒｌＬ
ＴｈｅｍｏｖｅｍｅｎｔｓｏｆＭodernArtintheUnited
StatesinfluencedJapanafterWorldWarll，
whiletheEuropeaninfluence，especiallyfrom
France，existedbeforeWorldWarll・These
kindsofavant-gardeartexisｔｅｄｉｎｒｅstrictive
circumstancesandweresupportedbyalimited
numberofpeople・
ThesituationforfineartsinJapangradually
changedduringthel980'sAfterJapan，srapid
economicgrowthduringthel970,s，people，s
interestsmovedfromeconomicmattｅｒｓｔｏ
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AReportfromtheparticipationofThelnternationalConferenceonthe
HistoryoftheArts＆CraftsMovementandThelnternationalConference
ontheHistoryoftheSettlementMovement
ToshioＭＯＲＩ
ThisisareportofthelnternationalConferenceontheHistoryoftheＡｒｔｓ＆Crafts
MovementandtheInternationalConferenceontheHistoryoftheSettlementMovement
heldinEnglandin20０４，Finlandin2007andtheNetherlandsin2008
TheseconferenceswereheldundertheauspicesofOsakaUniversityｉｎJapan,Toynbee
HallinBritainandJaneAddams'Hull-HouseMuseumintheU.S､Ａ・
ＴｈｅＡｒｔｓ＆CraftsMovementstartedinBritainduringthesecondhalfofthel9th
centuryanditinfluencedsimilargroupsexistinginEurope,NorthAmerica,India,East
AsiaandelsewherelnspiredbythewritingsofJohnRuskin,itaimedtorevivethespirit
andthequalityofmedievalhandicraft、Itsbest-knownpractitionerwasWilliam
Morris、
TheSettlementMovementstartedinLondoninthelatel9thcentury・ToynbeeHallwas
foundedintheEastEnd，London，bySamuelandHenriettaBarnett，ａｎｄｎａｍｅｄｉｎ
ｍｅｍｏｒｙｏｆｔｈｅｉrfriendandfellowreformer，OxfordhistorianArnoldToynbee・It
becamethemodelforsettlementhousesthroughoutEnglandIncreasinglyrelatedto
urbanpoverty，settlementhousesofferedsocialservicestoimpoverishedcitizens・
UniversitiessettledstudentsinslｕｍａｒｅａｓｔｏｌｉｖｅａｎｄｗｏｒｋｗｉｔhlocalpeopleThey
establishededucationandsavingsservices,aswellassportsandartsprograms、
IntheUnitedStates,oneofthelargestandmostinfluentialsettlementhouseswasHull
HouseinChicago,foundedbyJaneAddamsandEllenGatesStarrinl889
Atfirstglance，ｉｔａｐｐｅａｒｓｔｈａｔｔｈｅｓｅｔｗｏｍｏｖｅｍｅｎｔｓｄｏｎｏｔｓｅｅｍｔｏｍｅｓｈａｔａｌｌ；
however,ｂｏｔｈｗｅｒｅｂｏｒｎｏｕｔｏｆｔｈｅｓｏｃｉａｌｃｈａｎgesbroughtaboutbyindustrialization
TheArts＆CraftsmovementinBritainwasessentiallyopposedtoindustrialization,ｓｏ
ｉｔｗａｓｎｏｔｏｎｌｙａｎａｒｔｍｏｖｅｍｅｎｔｂｕｔalsoasocialmovement､TheSettlementMovement
wasthemoveｍentforfightingpovertywhichappearedsurroundingtheurbanareaof
theindustrialrevolutionWefindsimilarityinbothmovements，ａｎｄｉｎｆａｃｔ，they
sometimescorroboratedtheirworks
Nowadays,underthecircumstancesofpost-industrialization，thereareseveralsocial
movementsfordevelopingourcontemporarysociety・ＣＳＲ(CooperateSocialResponsi‐
bility)includingtheMecenatactivitiesbycorporations,andSocialEntrepreneurshipare
inthespotlight・However,itisalsosurelyofsignificanttoexplorethesocialmovenlents
ofthepast．
